
 

単元名 点画のつながりを意識して書こう 

教材名 願いごとを短冊にしたためる  

 

 

 

単元の目標 

 点画のつながりを意識して、正しい筆順で漢字やひらがなを書くことができる。 

                                 （知識及び技能） 

正しい筆順と点画のつながりを意識することで、字形が整いやすくなることを理解する。 

         （思考力、判断力、表現力等） 

正しい筆順と点画のつながりを意識し、リズムよく運筆することができ、ひらがなの成立にも関心をもつ。 

                                 （学びに向かう力、人間性等） 

指導のポイント 

  本単元の前半では、点画のつながりを意識して書くよう指導する。ポイントは、正しい筆順で書くこ

とと、始筆の位置を考えてリズムよく運筆することである。筆脈が途切れぬよう、画と画のつながりに

着目させる。また、毛筆の特性を生かし、リズムよく書き進む楽しさを感じさせたい。 

本単元の後半では、文字の大小や配置について考えさせたい。単元のまとめとして、各自が考えた願

い事を、小筆を用いて短冊に書き、笹に結わえて展示し、その成果を披露し共有したい。 

また、焦点を絞った意見交流や、短冊の鑑賞会などの機会を設けて、自らの考えをまとめて伝える力

をつけたい。 

単元の指導計画 

  児童の学習活動 指導上の留意点 

１ 
○点画のつながりを意識して、

正しい筆順で練習する。 

●漢字を正しい筆順で書くことの意義について考えさせる。 

●「飛」を一筆書きし、点画のつながりを考えさせる。 

２ 

○点画のつながりを意識して、

正しい筆順で練習する。 

●ひらがなを正しい筆順で書くことの意義について考えさせる。 

●「ぶ」を一筆書きし、点画のつながりを考えさせる。 

●点画のつながりを意識して「飛ぶ」の練習をさせる。 

●試し書きと清書を比べて、自己評価をさせる。 

３ 

○ひらがなの成立について知

る。 

○漢字からひらがなへの変化

の過程を実感する。 

●ひらがなの成立と万葉仮名について簡単に解説する。 

●漢字がひらがなに変化する過程をプリントで示す。 

●板書したひらがなの元の漢字を考えさせる。 

 

４ 

○漢字とひらがなの交じった課

題文について、正しい筆順で

つながりを意識して清書す

る。 

●漢字・ひらがな混用の課題文から、一つを選ばせる。 

●選んだ課題を、筆順とつながりを意識して、小筆を用いて試し

書きをさせる。（半紙縦 1/2 程度の大きさに） 

●グループに分かれて文字の大小や配置について考えさせる。 

 

５ 

○短冊に文字の大小、配置やつ

ながりを意識して、願い事を

書く。 

○短冊を笹に結わえ付ける。 

○願い笹の鑑賞会を行う。 

●各自が考えてきた願い事を練習用紙に小筆で試し書きする。 

●文字の大小、配置やつながりについて確認させる。 

●清書用短冊を配布し、小筆を用いて清書をさせる。 

●願い笹を鑑賞した後、校内で掲示する。 
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本時の目標 点画のつながりを意識して漢字とひらがなを体裁よく書くことができる。 

導 

入 

児童の学習活動 指導上の留意点 

１ 前時までの学習を確認する。 

 

○点画のつながりを意識して書く際のポイントについて想起さ

せる。 

展 

開 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 複数の課題の中から、ひとつを

選択する。 

○複数の課題を黒板に掲示し、ひとつを選ばせる。 

○課題は、多字数（５～６字）で、漢字・ひらがな混用のもの。 

４ 課題を半紙縦 1/2 に小筆を用

いて書く。 

○点画と点画、文字と文字のつながりに着目させる。 

○筆脈を赤鉛筆でつないで書かせて、点画のつながりを視覚的

に理解させる。 

○小筆の執筆方法についても指導する。 

５ 文字の大小、配置について考え

たことを友達と交流する。 

○自分が心がけたことを相手に伝え、アドバイスをもらうとい

う方法を全体で確認してから交流させる。 

○焦点を絞って意見交流ができるよう助言する。 

６ 再度、各自で課題を仕上げ、清

書する。 

○グループで話し合ったポイントについて、できる限り実現す

るよう指示する。 

○試し書きと清書を見比べさせ、自己評価をさせる。 

ま
と
め 

７ 本時の振り返りをするとと

もに、次時の課題を知る。 

○グループごとに本時を振り返り、達成度を測る。 

○次時に各自の願い事を書くことを予告し、課題として言葉を

考えてくるよう指示する。 

○漢字とひらがなを、つながりを意識して書こう 

○文字の大小、配置について考えよう 

 

展開例（本時 4／５ ） 


